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①環境管理に伴う調査・測定・化学分析      

②ダイオキシン類に係る濃度計量証明 

③ビル管理に伴う水質検査･空気環境測定  

④水道法第 20 条に基づく水質検査 

⑤土壌汚染対策法に基づく土壌汚染状況調査 
⑥労働衛生管理に伴う作業環境測定 

⑦アスベスト・ＰＣＢ等の化学分析 

⑧ＥＵ規制物質の化学分析 

 

ＢＯＤの値が思っていたよりも高い！ 
と思ったことはありませんか？それは、硝化が原因かもしれません。 

生物化学的酸素要求量（BOD） 
水中の好気性微生物は、増殖や呼吸、及び汚染物質の原因である有機物の酸化分解をする際に酸素

を消費します。この原理を利用し、20℃、5 日間でどのくらいの酸素が必要かを数字で表したものが

BOD です。主な酸素消費の要因は以下の 3 点になります。 
① 好気的条件下における微生物による有機物の分解 
② 硝化細菌（アンモニア酸化細菌、亜硝酸酸化細菌）によるアンモニア、亜硝酸の分解（→硝化） 
③ 亜硫酸イオン、硫化物、鉄（Ⅱ）等の還元性無機物などによる化学的酸化 
 
硝化について 
活性汚泥法等の生物化学的処理が済んだ排水において、反応タンク容量や滞留時間、水温、処理の

程度等において繁殖する硝化細菌により、アンモニアや亜硝酸が酸化されて硝酸になる反応を硝化と

いいます。また、この反応が進むとｐＨが酸性側に傾き始めます。 
 
一般に、微生物が好気的条件下で分解可能な有機物の約 90％を分解するには、20℃で 12～14 日間

を要し、これが完了する頃から硝化細菌による硝化作用が始まると言われています。しかし、上記の

理由等で硝化細菌が繁殖している場合には、BOD 分析 5 日間の培養中に有機物質の分解と並行して硝

化が起こり、有機物の分解に要する酸素量に硝化に要する酸素量が上乗せされた BOD が測定される

事があります。これが硝化によって BOD の値が上がってしまう原因になります。硝化のメカニズム

は以下のように作用し進行します。 
 

 

 

 

当社では、公定法としての BOD 以外に、上記の硝化作用を抑制した ATU-BOD (N-アリルチオ尿素

（ATU）を試料に添加し、硝化細菌による影響を抑え、有機物のみによる酸素消費量から計算される

BOD)の分析も行っております。 
公定法では、硝化によって高くなった BOD の値を含め評価の対象になっており、水質管理が必要

になってきます。BOD が思っていたよりも高い場合、要因が有機物によるものなのか、硝化によるも

のなのか、要因の特定につなげられますので、有機汚濁の指標となる COD や TOC、更には ATU-BOD
の分析を BOD 分析と並行して行ってみてはいかがでしょうか。又、硝化による BOD 値の増加が考え

られる場合、各窒素化合物(アンモニア性窒素、亜硝酸性窒素、硝酸性窒素)を測定することで、硝化

の進行状況も把握できます。併せて測定してみてはいかがでしょうか。 

詳しくは当社 環境分析部 江上、大塚（フリーダイヤル ０１２０－０１－２５９０ 

内線３１７、３３８）までお気軽にお問い合わせ下さい。 
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